
T O U R I S M  T O P I C S

大阪観光大学は観光学教育の世界的な基準を満たして
いるとして、UN Tour ism より認証を受けております。
日本国内の大学としては、和歌山大学観光学部、
立命館アジア太平洋大学に続く認証となります。

く ろ し お 塾 （ 和 歌 山 県 立 串 本 古 座 高 等 学 校 地 域 協 議 会 ） に て 、
外 国 人 留 学 生 と の 交 流 授 業 を 実 施 し ま し た 。

2024年3月13日(水)、くろしお塾(和歌山県立串本古座高等学校地域協議会)と連携し
「外国人留学生との交流会」を実施しました。
本学からは、インドネシア、モンゴル、香港、韓国の学生が参加し、くろしお塾に通う高校
生の皆さんとグループにわかれた交流を行いました。
外国人留学生の4名は、文化や価値観の違いだけでなく、世界から見た日本の姿につい
て高校生へ伝え、活発な交流が行われました。

〒590-0493 大阪府泉南郡熊取町大久保南5丁目3-1
〔TEL〕072-453-8222

高 大 連 携 に 関 す る お 問 合 せ 先

g o o g l e  f o r m s お 電 話 ・ メ ー ル

〔TEL〕072-453-8222
〔mail〕nyushikoho@tourism.ac.jp

※平日9時～17時（土日祝は受付しておりません）

「 い の ち 輝 く 未 来 社 会 の デ ザ イ ン 」 実 現 に 向 け て 。
大 阪 ・ 関 西 万 博 2 0 2 5 共 創 チ ャ レ ン ジ プ ロ グ ラ ム に 参 画 し て い ま す 。

大阪観光大学は「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに掲げる「大阪・関西万博2025」共創チャレンジプログラムに、
本学のプロジェクトが採択されております。

関係人口の創出・拡大・深化に
「まち歩き」でチャレンジ！

泉州発！インターネット放送で結ぶ人の輪を世界に！ 次世代とともに関西の鉄道と地域を盛り上げる！
われら鉄道研究会！

高大連携プログラムのご紹介

当日の様子をWEBで公開中!!



【 ジ ャ ン ル 】 異 文 化 交 流 ・ 地 域 理 解 ・ 探 究 活 動

異 文 化 交 流 プ ロ グ ラ ム

和 歌 山 県 立 橋 本 高 等 学 校 1 年 生 対 象
「 文 部 科 学 省  新 時 代 に 対 応 し た 高 等 学 校 改 革 推 進 事 業 」

【 ジ ャ ン ル 】 異 文 化 交 流 ・ 語 学 学 習

和 歌 山 県 立 那 賀 高 等 学 校 2 年 生 対 象
国 際 交 流 企 画

こ れ ま で の 高 大 連 携 実 績
日本語で学ぶ、アジアの大学。

大阪観光大学は開学以来、
世界 25 の国と地域より学生を受け入れて来ました。
その多くの若者たちはアジア圏からやってきて、
日本と母国をつなぐ「架け橋」へと成長していきました。

どうして、日本にやってきたのか？
なぜ、日本で学ぶのか？

そうした問いから、新しい探究の学びがスタートします。

大阪観光大学は「大阪で学ぶ、アジアの大学」として、
高大連携プログラムを提供することで、
高校生の皆さんに世界への扉を開いていただきたいと考えています。



高 大 連 携 プ ロ グ ラ ム  模 擬 授 業 テ ー マ 一 覧

■渡部 美智子 准教授［専攻：観光］
・今こそ観光の力を考える

・これからの観光

■小野田 金司 教授［専攻：観光学］
・ロックフェス×観光

・地域創生×観光

・観光甲子園の応募アドバイス

・ポストコロナ時代の観光ビジネス

・欧米人に人気の「熊野地域」の価値を探る！！

■太田 均 教授［専攻：観光学・地域振興・人文地理学］
・観光で身につける「社会で必要な総合的人間力」 

   ～観光の学びを様々な仕事に生かす～

■山本 剛 准教授［専攻：観光学］
・「楽しい旅の、つくりかた」講座～プロが、コッソリ教える旅レシピ～

■竹田 茉耶 准教授［専攻：観光学］
・観光と地域

■小槻 文洋 教授［専攻：観光学・人文地理学］
・観光の未来とSDGs－身近なことから考えてみよう

・世界のひとびとと出会うとき

 －観光の場面を例に異文化接触を考えよう

・異文化体験シミュレーションゲーム「バーンガ」で学ぶ

  異文化コミュニケーション

■谷口 裕久 教授［専攻：文化人類学・社会学］
・マイノリティとはだれか？

・イスラーム（ムスリム）を知ろう

・「やさしい日本語」で地域の未来を作ろう

■尤 驍 講師［専攻：文化人類学］
・文化人類学という旅

・文化観光と観光文化

■河村 吾郎 講師［専攻：文化人類学・民俗学］
・スポーツ・ツーリズム（特にサッカーと野球）

・映画で旅する観光地

・地域活性化のヒントを地域文化から探ろう

・自分の英語で海外旅行へ

・避密ツーリズムへの招待 ～ポストコロナの日本の観光～

■小森 三恵 教授［専攻：心理学・認知心理学］
・記憶の心理学～効果的な勉強方法とは？～

・コミュニケーションの心理学　～誤解やすれ違いはなぜ起こる？～

・メタ認知　～自分を見つめる心～

■坪根 由香里 教授［専攻：日本語教育］
・伝える力 ～ 伝わるコミュニケーションについて考えてみよう

■清水 洋平 准教授［専攻：仏教学］
・観光と倫理

・仏典と植物

■辻 卓也 講師［専攻：ダンス］
・ダンス基礎、入門

・ダンス振り付け

P I C K  U P

欧米人に人気の「熊野地域」の価値を探る!!

小 野 田  金 司  教 授

和歌山県立串本古座高等学校の公設塾「くろしお塾」の生徒と地域の方々を対象とした

出張模擬授業を実施しました。なぜ、南紀熊野地域が外国人観光客からの人気が高いのか？

小野田教授がその理由を、高校生に紐解きました。

実施日 2023年6月20日（火）

P I C K  U P

「楽しい旅の、つくりかた」講座～プロが、コッソリ教える旅レシピ～

山 本  剛  准 教 授

旅行を、もっとオモシロく、もっとエンタにするためのツボを、旅行業界の元プロ（「ツアープラ

ンナー」というお仕事です）である先生がコッソリお教えします。

また今回は、観光学や観光業界・観光のおシゴト、国際人ってどんな人？などの話も少し織り交

ぜながら「楽しい旅を、つくりたくなる」お時間にしたいと思います。

お す す め ! ! リ ア ル な 観 光 現 場 の 話 題 か ら レ ア な 専 門 領 域 ま で 、
観 光 大 オ リ ジ ナ ル の 多 彩 な 講 義 ! !

■小野 健吉 教授［専攻：庭園史・文化遺産観光］
・世界遺産と観光

・庭園と観光

観 光 分 野

法 ・ 政 治 、 地 域 研 究 か ら
ツ ー リ ズ ム へ の ア プ ロ ー チ

■金 世徳 教授［専攻：政治学］
・ダ－クツーリズム：悲しみの記憶を巡る旅

■森田 吉彦 教授［専攻：政治学・歴史学］
・幕末、兵学者・吉田松陰の旅

■身玉山 宗三郎 教授［専攻：法学・地域研究］
・ニューツーリズムとしての吉方位旅行

・あまり知られていない日本とインドネシアの関係

・刑事司法入門　刑事事件記事の読み方

■橋本 行史 教授［専攻：公共経営・地域活性化］
・地域活性化の方法を考えてみよう！

文 化 人 類 学 ・ 社 会 学 か ら
ツ ー リ ズ ム へ の ア プ ロ ー チ

勉 強 方 法 ・ 自 分 ・
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 心 理 学



学 校 単 独 に て 対 応 可 能 ! !

大 学 見 学 ツ ア ー

関 西 国 際 空 港 を ご 案 内 ! !

関 空 ツ ア ー

大 学 紹 介 ・ 入 試 相 談 を お 気 軽 に ! !

オ ン ラ イ ン オ ー プ ン キ ャ ン パ ス

大阪観光大学のキャンパスにお越しいただき、教授陣による模擬授業や外国人留学生との国際交流、食堂ランチ体験など、
多彩なプログラムをご提供しております。関西国際空港の近くという抜群の立地を活かし、午前中のプログラム終了後に、
空港見学を行うプランも実施経験があります。

関西国際空港を大阪観光大学職員や学生がご案内します！！
大阪・関西万博に向けて盛り上がる関空の様子を是非ともご体感ください。

オンラインでの大学紹介企画も実施しております。
最小希望者1名からの対応も可能です。

【実施できる企画】
・大学紹介　・入試説明　・在校生との交流　・留学生との国際交流
・個別進学相談　等

大 阪 観 光 大 学 T O U R I S M ラ ジ オ ! !
「 大 阪 観 光 大 学 高 大 連 携 の 魅 力 」 を ラ ジ オ で 発 信 し て い ま す 。

2023年8月10日(木)、本学において「豊かな人生を楽しむ力を育む･･･偏差値教育を超えて」をテーマにシンポジウムを開催しました。
当日は高校教員からの実践報告が行われ、中高大の連携で育まれる探究的な教育の在り方について意見交換がされました。

高 大 連 携 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 ! !

大阪観光大学TOURISMラジオ（泉佐野インターネットラジオ局「いこらじお」にて放送中）では、大阪観光大学の学生の姿や、
地域との連携や取り組みをご紹介しております。高校の先生方にもご出演いただき、大阪観光大学との高大連携の魅力を
語っていただいております。

【第8回ゲスト】
大阪体育大学浪商高等学校 高大連携ご担当 中谷 崚 先生


